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健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション
・「介助しあう人間関係」
・「分担する人間関係」
・「対抗する人間関係」
・「介助しあう人間関係」
・「分担する人間関係」
・「対抗する人間関係」
・「身体認識」
・「空間認識」
・「動きの分析」に基
　づくプログラム
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人間関係」と「分担する人間関係」の活動を
通して，他者とのゆったりとした関わりを中
心に安心してリラックスすることが学習でき
ると思われる。
　「人間関係の形成」では，主に「介助しあ
う人間関係」，「分担する人間関係」，「対抗す
る人間関係」の活動を通して，他者との役割
交代，意思決定の理解，責任の分担，対等意
識等の理解の促進そして注意集中の発達等の
学習がなされると考えられる。
　「環境の把握」には，「身体認識」と「空間
認識」活動がそれぞれ考えられ，「身体名称」
や「身体の中心」等の活動を通して，身体諸
感覚や認知の活用と対応等を学習することが
可能であろう。また，「空間認識」の活動を
通して，上下左右高低などの空間方位や，空
間の大きさや距離感覚，ことばと結びついた
空間に関する概念等の学習が考えられる。
　「身体の動き」では，「「動きの分析」に基
づくプログラム」としたが，その意味は「活
動要素」の「重さ」「時間」「空間（での動き）」
「（動きの）流れ」の観点から，子どもたちの
動きの質を評価し指導・支援内容を構想する
ことである。このことは，SDMの活動に通
底することであり，「心理的な安定」「人間関
係の形成」「環境の把握」に取り入れ，「身
体の動き」と相互に関連させながら，その
内容を構想するということである。いわば，
SDMの最大の特色を活かすことが，これを
機軸にした教育課程の構想のカギになると考
えるためである。
４．今後の課題
　本稿においては，SDMを機軸にした教育
課程を構想したが，具体的な指導・支援方法
を含めて検討することができなかった。今後，
SDMを機軸にした学習指導案の作成を検討
し，具体的な指導・支援方法も取り入れ，学
校現場で活用できるSDMの条件作りをすす
めていきたい。
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